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平成2６年度　第２回大阪府河川整備審議会　議事要旨
日　時
：平成26年６月1７日（火）18:00～20:20
場　所
：大阪府公館
出席者　：堀会長、綾委員、小笠原委員、下村委員、曽和委員、田中丸委員、福田委員　計７名（欠席：石田委員、多々納委員、中嶋委員）
まとめ

概　要　：〔以下、○委員　●事務局〕
(1) 淀川水系淀川右岸ブロック河川整備計画について
　○芥川の他に「かわまちづくり支援制度」に登録されているところはあるのか。
　●現時点において府内では、他に大阪市で登録がある。
　○農業用水などの適正かつ効率的な水利用を図るとあるが、具体的な方法を教えてもらいたい。
　●適正な農業用水の量を算定することができればよいが、今後の課題である。
　○淀川本川と支川で連続性が確保できていないところがあるように思うが、生態系のためにも、国に働きかけるべき。また、生態系の保全目標についても記載してもらいたい。
　○公園整備の実施主体毎に、整備方針の記載の仕方を変えるような工夫をしてはどうか。
　○治水上整備を行う区間と貴重種が生息している場所との関連については、どうなっているのか。
　●芥川及び水無瀬川のJR橋梁の区間を整備する際には、遡上系の貴重種に配慮する。また、東檜尾川の整備区間にはあまり貴重種は確認されていない。
　○河川空間利用において、水辺とふれあう空間の確保が、必ずしもブロック全体の課題ではないため、課題の表現に検討の余地があるのではないか。
　●地域のニーズ等を踏まえて整備を行っていることから、記載についても工夫する。
　○底生生物及び昆虫類の記載が少ないのではないか。高槻市ではホタルが生態系の象徴的なものであるため、その餌となるカワニナ等について記載してはどうか。
　

○淀川水系淀川右岸ブロックの環境面・景観面等について、委員の意見等を河川整備計画（変更原案）に反映させた上で、次回以降に継続審議とする。
 (2) 淀川水系寝屋川ブロック河川整備計画について
○「平常時の最高水位」である「14日間に発生する確率が1/10の水位」という表現がわかりにくいので、説明してもらいたい。
○1章及び2章にある位置図に、川勝水辺ひろばを反映すべき。
○淀川水系寝屋川ブロック河川整備計画（変更案）については、委員の意見を踏まえて微修正を行い、次の手続きに進むこと。
 (３) 淀川水系西大阪ブロック（正蓮寺川ブロック含む）河川整備計画について
　○治水面を含め、整備計画に則した空間の利活用を進めるためには、民間事業者の占用許可について諮問する「審議会」の中に、河川整備審議会の委員が入るべきではないか。
　○民間の方や公的機関と連携しながら、より高度かつ積極的な河川空間の利活用を進めていくことについて記載すべき。また、河川空間でイベントをする際に必要となる電気、上水道等の設備インフラの整備について検討すべきではないか。
　○河川毎に、それぞれの特性を踏まえた整備方針を記載することができないか。

　○西大阪ブロックについては、今後も水質改善が見込まれる。これに併せて、自然環境の再生にも注力すべき。自然環境の目標設定に向けて、調査計画のようなものを記載するべきではないか。また、六軒家川や正蓮寺川への導水量は多すぎるのではないか。
　○「河川情報の提供に関する事項」において、高潮、津波に関するリアルタイムの情報提供に関する記載が必要ではないか。
　○耐震事業の費用と便益についても、今後確認したい。

　○委員の意見等を河川整備計画（変更原案）に反映させた上で、次回以降に継続審議とする。
(1) 淀川水系淀川右岸ブロック河川整備計画について


　・河川整備計画の環境面・景観面等については、委員の意見等を河川整備計画（変更原案）に反映させた上で、次回以降に継続審議とする。


(2) 淀川水系寝屋川ブロック河川整備計画について


　・河川整備計画（変更案）については、委員の意見を踏まえて微修正を行い、次の手続きに進むこと。


(3) 淀川水系西大阪ブロック（正蓮寺川ブロック含む）河川整備計画について


　・委員の意見等を河川整備計画（変更原案）に反映させた上で、次回以降に継続審議とする。
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